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－－11－－  

安安全全ににおお使使いい頂頂くくたためめにに  

■■本本製製品品のの故故障障、、誤誤動動作作、、不不具具合合、、ああるるいいはは停停電電等等のの外外的的要要因因にによよっってて、、通通信信等等のの機機会会をを  

逸逸ししたたたためめにに生生じじたた損損害害等等のの純純粋粋経経済済損損失失にに関関ししままししててはは、、弊弊社社はは一一切切そそのの責責任任をを負負いい  

かかねねまますす。。  

保保障障はは本本製製品品のの物物損損のの範範囲囲にに限限りりまますす。。ああららかかじじめめごご了了承承下下ささいい。。  

■■本本製製品品をを使使用用ででききるるののはは日日本本国国内内ののみみでですす。。海海外外のの規規格格ににはは準準拠拠ししてておおりりまませせんん。。  

本本製製品品をを海海外外でで使使用用さされれたた場場合合、、弊弊社社はは一一切切のの責責任任をを負負いいまませせんん。。  

  
本本製製品品をを安安全全ににおお使使いい頂頂くくたためめにに、、以以降降のの内内容容ををおお読読みみ頂頂きき、、おお守守りり下下ささいい。。  

  本本表表示示をを無無視視ししてて誤誤っったた取取りり扱扱いいををすするるとと、、人人がが死死亡亡、、ああるるいいはは重重傷傷をを負負うう  

可可能能性性がが想想定定さされれるる内内容容をを示示ししまますす。。  

  

  本本製製品品はは一一般般ののオオフフィィススやや家家庭庭用用OOAA機機器器ととししてて設設計計さされれてておおりりまますす。。  

人人命命にに直直接接関関わわるる医医療療機機器器やや極極めめてて高高いい信信頼頼性性をを要要求求さされれるるシシスステテムム（（幹幹線線通通信信機機器器やや電電算算

機機シシスステテムム等等））でではは使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  

  落落雷雷のの恐恐れれががああるる場場合合はは、、本本製製品品のの使使用用ををややめめ、、電電話話回回線線にに接接続続さされれてていいるるケケーーブブルルをを取取りり

外外ししてて下下ささいい。。  

ももしし、、電電話話回回線線ななどどにに落落雷雷ししまますすとと本本製製品品及及びび本本製製品品がが接接続続さされれてていいるる機機器器のの破破壊壊、、発発煙煙、、発発

火火のの可可能能性性ががあありりまますす。。  

すすででにに雷雷がが近近くくでで鳴鳴るるななどど落落雷雷のの可可能能性性がが迫迫っってていいるる場場合合はは前前記記ににかかかかわわららずず、、電電話話回回線線・・本本機機

ななどどにに絶絶対対にに触触ららなないいでで下下ささいい。。  

ななおお、、雷雷等等のの天天災災にによよるる故故障障のの場場合合、、保保障障期期間間内内ででああっっててもも有有償償修修理理ととななりりまますすののでで、、ああららかか

じじめめごご了了承承下下ささいい。。  

  IISSDDNN回回線線ややビビジジネネススホホンン、、ホホーームムテテレレホホンンのの回回線線にに本本製製品品をを接接続続ししなないいでで下下ささいい。。  

特特ににIISSDDNN回回線線にに直直接接接接続続ししたた場場合合、、発発煙煙、、発発火火のの恐恐れれががあありりまますす。。  

  本本製製品品かからら煙煙がが出出たたりり、、異異臭臭がが発発生生ししたた場場合合等等、、異異常常状状態態ののまままま使使用用すするるとと、、火火災災、、感感電電のの原原

因因ととななりりまますす。。そそのの際際はは電電源源をを切切りり、、電電源源アアダダププタターーををココンンセセンントトかからら外外ししてて煙煙がが出出ななくくななるる、、ももしし

くくはは異異臭臭がが消消ええるるここととをを確確認認ししたた後後、、当当社社ユユーーザザーーササポポーートトへへごご連連絡絡下下ささいい。。  

  本本製製品品のの内内部部にに水水等等のの液液体体がが混混入入ししたた場場合合、、すすぐぐにに本本製製品品のの電電源源ををOOFFFFににしし、、電電源源アアダダププタターー

ををココンンセセンントトかからら外外ししたた後後、、当当社社ユユーーザザーーササポポーートトへへごご連連絡絡下下ささいい。。そそののまままま使使用用すするるとと火火災災、、

感感電電のの原原因因ととななりりまますす。。  

  誤誤っってて本本製製品品をを落落下下ささせせたたりり、、強強いい衝衝撃撃をを与与ええててししままっったた場場合合、、本本製製品品のの電電源源アアダダププタターーををココンン

セセンントトかからら外外ししたた後後、、当当社社ユユーーザザーーササポポーートトへへごご連連絡絡下下ささいい。。そそののまままま使使用用すするるとと火火災災、、故故障障のの

原原因因ととななりりまますす。。  

  本本製製品品をを開開けけてて内内部部のの部部品品にに触触れれなないいでで下下ささいい。。高高電電圧圧ののかかかかっってていいるる箇箇所所ががあありり、、火火災災、、感感

電電、、故故障障のの原原因因ととななりりまますす。。ままたた、、故故障障ししたた場場合合、、保保証証期期間間内内ででああっっててもも保保証証をを受受けけらられれななくくなな

りりまますす。。  

  本本製製品品ややパパソソココンンのの近近くくにに花花瓶瓶やや植植木木鉢鉢、、ココッッププ、、化化粧粧品品、、薬薬品品等等のの液液体体がが入入っったた容容器器、、ままたた

はは小小ささなな金金属属等等をを置置かかなないいでで下下ささいい。。ここれれららのの異異物物がが本本製製品品のの内内部部にに混混入入ししたた場場合合、、火火災災、、感感

電電、、故故障障のの原原因因ととななりりまますす。。  

  

    

警警  告告  



－－22－－  

  

  

本本表表示示をを無無視視ししてて誤誤っったた取取りり扱扱いいををすするるとと、、人人がが傷傷害害をを負負うう可可能能性性がが想想定定さされれるる  

内内容容、、及及びび、、物物品品損損害害のの発発生生がが想想定定さされれるる内内容容をを示示ししまますす。。  

  本本製製品品をを不不安安定定なな場場所所へへ設設置置ししなないいでで下下ささいい。。  

ままたた、、本本製製品品のの上上ににももののをを置置かかなないいでで下下ささいい。。ババラランンススがが崩崩れれてて倒倒れれたたりり、、落落下下ししてて怪怪我我やや本本

製製品品のの故故障障のの原原因因ととななりりまますす。。  

  長長時時間間使使用用すするる場場合合はは、、必必ずず定定期期的的にに保保守守//点点検検をを行行っってて下下ささいい。。  

  本本製製品品のの汚汚れれののおお手手入入れれはは、、柔柔ららかかいい布布でで軽軽くく拭拭きき取取っってて下下ささいい。。ベベンンジジンンややシシンンナナーー等等のの薬薬

品品をを使使用用すするるとと、、人人体体にに有有害害なな気気体体がが発発生生ししたたりり、、本本製製品品のの変変形形やや変変色色のの原原因因ととななるるここととががああ

りりまますす。。  

注注  意意  



－－33－－  

電電話話回回線線ををごご利利用用頂頂くく際際のの注注意意事事項項  

  NNTTTTととキキャャッッチチホホンンをを契契約約さされれてていいるる電電話話回回線線ででののごご使使用用はは避避けけてて下下ささいい。。  

本本製製品品のの使使用用中中にに他他のの人人かからら電電話話ががかかかかっっててくくるるとと、、通通信信がが中中断断さされれててししままいいまますす。。  

  電電話話回回線線のの差差込込口口ががモモジジュュララーージジャャッッククででなないい場場合合、、NNTTTTにに変変更更工工事事をを依依頼頼ししてて下下ささいい。。  

  本本製製品品ははNNTTTTのの電電話話回回線線とと電電気気的的条条件件がが異異ななるる回回線線（（ホホーームムテテレレホホンン等等））でではは使使用用ででききまませせんん。。  

PPBBXX（（構構内内回回線線））へへ接接続続すするる場場合合はは、、PPBBXXのの製製造造メメーーカカーーやや保保守守業業者者へへごご相相談談下下ささいい。。  

（（NNTTTTのの電電話話回回線線とと電電気気的的条条件件がが同同じじででああるるかか確確認認ししてて下下ささいい。。））  

  本本製製品品はは技技術術基基準準適適合合認認定定品品ととななっってていいまますす。。本本製製品品にに貼貼っっててああるる認認定定シシーールルををははががささなないいでで下下

ささいい。。  

  

  

リリダダイイヤヤルル動動作作ににつついいてて  

  自自動動ダダイイヤヤルルのの際際ののリリダダイイヤヤルル動動作作（（相相手手がが通通信信中中、、ああるるいいはは無無応応答答ののとときき））ににつついいててはは、、電電気気通通

信信事事業業法法にによよりり「「33分分間間にに33回回未未満満」」ととななっってていいまますす。。  

  

ごご注注意意  

  長長時時間間使使用用すするる際際はは、、正正ししくく動動作作ししてていいるるここととをを必必ずず定定期期的的にに確確認認ししてて下下ささいい。。  

  本本製製品品にに同同梱梱さされれてていいるる説説明明書書（（本本紙紙、、ククイイッッククススタターートトガガイイドド、、CCDD--RROOMM収収録録ののユユーーザザーーズズママニニ

ュュアアルル））のの瑕瑕疵疵（（誤誤記記等等））にによよっってて発発生生ししたた障障害害、、損損害害ににつついいててのの保保証証のの範範囲囲はは、、本本製製品品のの修修理理、、

交交換換にに限限りりまますす。。  

  本本製製品品のの仕仕様様やや外外観観、、及及びび同同梱梱さされれてていいるる説説明明書書ににつついいててはは、、改改良良ののたためめ予予告告無無ししにに変変更更すするる

ここととががあありりまますす。。  

  

  



－－44－－  

付付属属品品のの確確認認  

以以下下のの品品目目がが揃揃っってていいるるかか確確認認ししてて下下ささいい。。  

□□MMDD3300UU  本本体体                                                                    □□モモジジュュララーーケケーーブブルル  

  

  

  

  

  

  

  

  

※※MMRR3300UU本本体体裏裏面面にに貼貼らられれてていいるるシシーールルにに記記載載  

さされれてていいるる「「製製造造番番号号」」をを、、保保証証書書へへごご記記入入下下ささいい。。  

  

  

□□WWiinnddoowwss用用ドドラライイババーー&&ママニニュュアアルルCCDD--RROOMM  

□□ははじじめめににおお読読みみくくだだささいい    ((保保証証書書をを含含むむ))  

□□ククイイッッククススタターートトガガイイドド))  

  



－－55－－  

通通信信速速度度ににつついいてて  

■■  VV..9900（（受受信信：：最最大大5566KKbbppss  //  送送信信：：最最大大3333..66KKbbppss））、、VV..9922（（受受信信：：最最大大5566KKbbppss  //  送送信信：：最最大大4488KKbbppss））でで

接接続続すするるたためめににはは、、ホホスストト側側（（ププロロババイイダダ等等））ががVV..9900、、VV9922にに対対応応ししてていいるる必必要要ががあありりまますす。。  

  

■■  本本製製品品同同士士やや他他社社製製VV..9900対対応応モモデデムムとと接接続続をを行行うう場場合合、、VV..3344（（最最大大3333..66KKbbppss））接接続続ととななりりまますす。。  

  

  

  

  

  

■■  PPBBXX（（構構内内回回線線））へへ接接続続ししたた場場合合、、VV..99００／／VV..9922接接続続ははででききまませせんん。。VV..3344接接続続ととななりりまますす。。  

  

■■  回回線線状状況況やや構構内内交交換換機機、、宅宅内内配配線線等等にによよりり、、接接続続速速度度（（通通信信中中含含むむ））がが低低下下すするる場場合合ががあありりまますす。。  

  

■■  よよりり安安定定ししたた通通信信をを行行ううたためめにに、、モモジジュュララーーケケーーブブルルのの配配線線をを行行うう際際はは、、下下記記をを留留意意ししてて下下ささいい。。  

・・モモジジュュララーーケケーーブブルルははででききるるだだけけ短短いいももののをを使使用用ししてて下下ささいい。。  

・・テテレレビビややララジジオオ、、電電源源ココンンセセンントト、、電電源源アアダダププタターー等等、、ノノイイズズをを発発生生ししややすすいい機機器器のの近近くくをを避避けけてて

下下ささいい。。  

・・電電話話回回線線のの分分配配機機やや切切替替機機、、延延長長ココネネククタタをを使使用用ししなないいでで下下ささいい。。  

  

一一般般公公衆衆回回線線等等、、電電話話回回線線  

送受信速度 最大 33.6Kbps 



－－66－－  

各各部部のの説説明明  

■■モモニニタタラランンププ・・LLEEDD  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
・・OOHH      ：：電電話話回回線線使使用用中中((オオフフフフッックク状状態態))にに点点灯灯ししまますす。。  

・・DDaattaa    ：：PPCC ととデデーータタのの送送受受信信をを行行っってていいるるととききにに点点滅滅ししまますす..  

  

  

  

■■ココネネククタタ類類  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・・UUSSBB ココネネククタタ  ：：PPCC のの UUSSBB ポポーートトにに接接続続ししまますす。。  

・・LLIINNEE        ：：電電話話回回線線とと接接続続ししまますす。。  

  

DDAATTAA  

OOHH  

LLIINNEE  

UUSSBB  



－－77－－  

各各機機器器・・電電話話回回線線ととのの接接続続  

下下図図ののよよううにに本本製製品品とと各各機機器器、、電電話話回回線線をを接接続続ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

本本モモデデムムははWWiinnddoowwss  XXPPよよりり前前ののOOSS及及びびSSeerrvveerr系系OOSS((WWiinnddoowwss  SSeerrvveerr  22000033,,WWiinnddoowwss  SSeerrvveerr  

22000088 ななどど))ににはは対対応応ししてていいまませせんん。。    

UUSSBB ココネネククタタををパパソソココンンのの

UUSSBB ポポーートトにに接接続続。。  

電電話話回回線線  

モモジジュュララーーケケーーブブルルをを

MMDD3300UU とと接接続続。。  



－－88－－  

WWiinnddoowwss  77  ((3322 ビビッットト//6644 ビビッットト))へへののセセッットトアアッッププ  

●●モモデデムムののセセッットトアアッッププ手手順順  
WWiinnddoowwss  77((3322ビビッットト//6644ビビッットト共共通通))へへモモデデムムををセセッットトアアッッププすするる手手順順ににつついいてて説説明明ししまますす。。  

①①モモデデムムををUUSSBBポポーートトにに接接続続ししてて下下ささいい。。  

ししばばららくくすするるとと下下記記のの様様ななメメッッセセーージジがが表表示示さされれまますすののでで、、②②にに進進んんでで下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②付付属属のの「「WWiinnddoowwss用用ドドラライイババーー＆＆ママニニュュアアルルCCDD--RROOMM」」ををパパソソココンンののCCDD--RROOMMドドラライイブブにに  

セセッットトししてて下下ささいい。。  

自自動動再再生生のの画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、““aauuttoorruunn..eexxee””のの実実行行  ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－99－－  

③③下下記記ののメメニニュューー画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、ドドラライイババーーののイインンスストトーールルををククリリッッククししてて下下ささいい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④動動作作すするるOOSSをを選選択択ししてて下下ささいい  

    通通常常はは  「「WWiinnddoowwss  ７７」」をを6644ビビッットトOOSSのの場場合合はは「「WWiinnddoowwss  ７７  6644」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－1100－－  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤ユユーーザザーーアアカカウウンントト制制御御のの画画面面がが表表示示さされれたたらら、、「「ははいい」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

（（警警告告画画面面がが裏裏にに表表示示さされれるる場場合合ががあありりまますすののでで、、タタススククババーーのの点点滅滅がが有有るる場場合合はは  

  ここれれををククリリッッククししてて下下ささいい））  

  

          通通常常((3322ビビッットト))のの場場合合                                      6644ビビッットトのの場場合合  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

3322ビビッットトのの場場合合  ６６４４ビビッットトのの場場合合  

フフォォルルダダがが開開ききまますすののでで  

「「SSEETTUUPP6644」」ををダダブブルルククリリッッククししてて下下ささいい  



－－1111－－  

⑥⑥下下記記のの様様ななイインンスストトーールル画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、「「OOKK」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑦⑦下下記記のの警警告告画画面面がが表表示示さされれままししたたらら、、「「ここののドドラライイババーーソソフフトトウウェェアアををイインンスストトーールルししまますす」」ををククリリッックク  

ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－1122－－  

  

    下下記記ののイインンスストトーールル中中画画面面がが表表示示さされれイインンスストトーールルがが進進みみまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑧⑧下下記記のの画画面面がが表表示示さされれままししたたらら、、セセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  

「「OOKK」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

以以上上でで WWiinnddoowwss  ７７へへののセセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  

    



－－1133－－  

●●ダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププ手手順順  
WWiinnddoowwss  77 ででダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククををセセッットトアアッッププすするる手手順順ににつついいてて説説明明ししまますす。。  

①①  「「ススタターートトメメニニュューー」」かからら「「ココンントトロローールルパパネネルル」」をを開開いいてて下下ささいい。。  

LLAANN ななどどのの他他ののネネッットトワワーーククがが無無くく、、「「ネネッットトワワーーククととイインンタターーネネッットト」」のの先先頭頭にに  

「「イインンタターーネネッットトへへのの接接続続」」のの項項目目ががああるる場場合合ははそそののまままま②②へへ  

「「イインンタターーネネッットトへへのの接接続続」」のの項項目目ががなないい場場合合はは④④へへ進進んんでで下下ささいい  

  

②②  イインンタターーネネッットトへへのの接接続続ををククリリッッククししてて下下ささいい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③  ダダイイヤヤルルアアッッププををククリリッッククししてて下下ささいい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑦⑦へへ進進んんでで下下ささいい    



－－1144－－  

④④  すすででにに LLAANN ななどどのの他他ののネネッットトワワーーククががあありり、、「「ネネッットトワワーーククととイインンタターーネネッットト」」のの先先頭頭にに  

「「イインンタターーネネッットトへへのの接接続続」」のの項項目目がが無無いい場場合合はは  

「「ネネッットトワワーーククのの状状態態ととタタススククのの表表示示」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤  「「新新ししいい接接続続ままたたははネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププ」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－1155－－  

  

⑥⑥  「「ダダイイヤヤルルアアッッププ接接続続ををセセッットトアアッッププししまますす」」をを選選択択ししてて「「次次へへ」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注注：：パパソソココンンににモモデデムムがが複複数数セセッットトアアッッププさされれてていいててモモデデムムのの選選択択画画面面がが表表示示さされれたた場場合合、、  

「「CCoonneexxaanntt  UUCCMM9922  DDaattaa  FFaaxx  RRTTAAMM  UUSSBB  MMooddeemm」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  
  

    



－－1166－－  

  

⑦⑦  下下記記のの画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、以以下下をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

●●ダダイイヤヤルルアアッッププのの電電話話番番号号  

→→アアククセセススポポイインントト（（接接続続先先））のの電電話話番番号号をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

●●ユユーーザザーー名名、、パパススワワーードド  

→→接接続続先先ののアアカカウウンントト情情報報をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

●●接接続続先先名名  

→→IISSPP名名等等、、接接続続先先がが判判別別ででききるる名名称称をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

上上記記設設定定をを行行っったた後後、、「「接接続続」」ボボタタンンををククリリッッククすするるととダダイイヤヤルルアアッッププがが開開始始さされれまますす。。  

    



－－1177－－  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  接接続続がが正正ししいいかか設設定定さされれたた内内容容でで接接続続しし、、確確認認をを行行いいまますす。。  

  確確認認がが不不要要なな場場合合はは「「ススキキッッププ」」ををククリリッッククししてて下下ささいい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  確確認認ががすすんんだだらら、、「「閉閉じじるる」」ををククリリッッククししてて、、ウウイインンドドウウをを閉閉じじてて下下ささいい  

  

以以上上ででダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  



－－1188－－  

WWiinnddoowwss  VViissttaa  ((3322 ビビッットト//6644 ビビッットト))へへののセセッットトアアッッププ  

●●モモデデムムののセセッットトアアッッププ手手順順  
WWiinnddoowwss  VViissttaaへへモモデデムムををセセッットトアアッッププすするる手手順順ににつついいてて説説明明ししまますす。。  

①①モモデデムムををUUSSBBポポーートトにに接接続続ししてて下下ささいい。。  

「「新新ししいいハハーードドウウェェアアがが見見つつかかりりままししたた」」のの画画面面がが表表示示さされれドドラライイババイインンスストトーールルのの画画面面がが表表示示さされれ

まますすののでで““キキャャンンセセルル””ボボタタンンをを押押ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②付付属属のの「「WWiinnddoowwss用用ドドラライイババーー＆＆ママニニュュアアルルCCDD--RROOMM」」ををパパソソココンンののCCDD--RROOMMドドラライイブブにに  

セセッットトししてて下下ささいい。。  

自自動動再再生生のの画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、““aauuttoorruunn..eexxee””のの実実行行  ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－1199－－  

③③下下記記ののメメニニュューー画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、ドドラライイババーーののイインンスストトーールルををククリリッッククししてて下下ささいい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④動動作作すするるOOSSをを選選択択ししてて下下ささいい  

    通通常常はは  「「WWiinnddoowwss  VViissttaa」」をを6644ビビッットトOOSSのの場場合合はは「「WWiinnddoowwss  VViissttaa  6644」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－2200－－  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤ユユーーザザーーアアカカウウンントト制制御御のの画画面面がが表表示示さされれたたらら、、「「続続行行」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

                3322ビビッットトのの場場合合                                                        6644ビビッットトのの場場合合  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                                                                              ⑦⑦へへ  

    

3322ビビッットトのの場場合合  ６６４４ビビッットトのの場場合合  

フフォォルルダダがが開開ききまますすののでで  

UUIIUUSSEETTUUPPををダダブブルルククリリッッククししてて下下ささいい  



－－2211－－  

  

⑥⑥下下記記のの様様ななイインンスストトーールル画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、「「OOKK」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑦⑦WWiinnddoowwssセセキキュュリリテティィのの画画面面ででイインンスストトーールルすするるかか確確認認ししまますすののでで「「イインンスストトーールル」」ボボタタンンをを  

押押ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

6644ビビッットトのの場場合合はは、、進進行行中中のの画画面面がが出出まませせんんがが  

少少しし待待っってて⑨⑨へへ  

  

    下下記記ののイインンスストトーールル中中画画面面がが表表示示さされれイインンスストトーールルがが進進みみまますす。。  

  

  

  

  

  

  

    



－－2222－－  

  

⑧⑧  下下記記のの警警告告画画面面がが表表示示さされれままししたたらら、、「「ここののドドラライイババソソフフトトウウェェアアををイインンスストトーールルししまますす」」ををククリリッックク  

ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑨⑨  下下記記のの画画面面がが表表示示さされれままししたたらら、、セセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  

「「OOKK」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

6644 ビビッットトのの場場合合はは上上記記のの画画面面がが出出ずずにに、、タタススククババーーにに下下記記ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれまますす  

  

  

  

  

  

  

  
⑩⑩  以以上上でで WWiinnddoowwss  VViissttaa へへののセセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  

    



－－2233－－  

●●ダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププ手手順順  
WWiinnddoowwss  VViissttaa ででダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククををセセッットトアアッッププすするる手手順順ににつついいてて説説明明ししまますす。。  

  

①①  「「ススタターートトメメニニュューー」」かからら「「ココンントトロローールルパパネネルル」」をを開開いいてて下下ささいい。。  

  

②②  「「ネネッットトワワーーククのの状状態態ととタタススククのの表表示示」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③  「「接接続続ままたたははネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププ」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－2244－－  

④④「「ダダイイヤヤルルアアッッププ接接続続ををセセッットトアアッッププししまますす」」をを選選択択ししてて「「次次へへ」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
注注：：パパソソココンンににモモデデムムがが複複数数セセッットトアアッッププさされれてていいてて、、モモデデムムのの選選択択画画面面がが表表示示さされれたた場場合合  

「「CCoonneexxaanntt  UUCCMM9922  DDaattaa  FFaaxx  RRTTAAMM  UUSSBB  MMooddeemm」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

⑥⑥下下記記のの画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、以以下下をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

●●ダダイイヤヤルルアアッッププのの電電話話番番号号  

→→アアククセセススポポイインントト（（接接続続先先））のの電電話話番番号号をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

●●ユユーーザザーー名名、、パパススワワーードド  

→→接接続続先先ののアアカカウウンントト情情報報をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

●●接接続続先先名名  

→→IISSPP名名等等、、接接続続先先がが判判別別ででききるる名名称称をを入入力力ししてて下下ささいい。。  

上上記記設設定定をを行行っったた後後、、「「接接続続」」ボボタタンンををククリリッッククすするるととダダイイヤヤルルアアッッププがが開開始始さされれまますす。。  

  

以以上上ででダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  

    



－－2255－－  

WWiinnddoowwss  XXPP  ((3322//6644 ビビッットト))へへののセセッットトアアッッププ  

●●モモデデムムののセセッットトアアッッププ手手順順  
WWiinnddoowwss  XXPP  ((3322//6644ビビッットト共共通通))へへモモデデムムををセセッットトアアッッププすするる手手順順ににつついいてて説説明明ししまますす。。  

①①  UUSSBBモモデデムムをを接接続続ししてて下下ささいい。。  

「「新新ししいいハハーードドウウェェアアのの検検索索ウウィィザザーードドのの開開始始」」画画面面がが表表示示さされれまますすののでで  

「「キキャャンンセセルル」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  付付属属のの「「WWiinnddoowwss 用用ドドラライイババーー＆＆ママニニュュアアルル CCDD--RROOMM」」ををパパソソココンンのの CCDD--RROOMM ドドラライイブブにに  

セセッットトししてて下下ささいい。。  

  

③③  メメニニュューー画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、ドドラライイババーーののイインンスストトーールルををククリリッッククししてて下下ささいい  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－2266－－  

④④  OOSSをを選選択択ししてて下下ささいい  

    通通常常はは  「「WWiinnddoowwss  XXPP」」をを、、6644ビビッットトOOSSのの場場合合はは「「WWiinnddoowwss  XXPP  6644」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

3322ビビッットトのの場場合合  ６６４４ビビッットトのの場場合合  

フフォォルルダダがが開開ききまますすののでで  

UUIIUUSSEETTUUPPををダダブブルルククリリッッククししてて下下ささいい  

ソソフフトトウウェェアアののイインンスストトーールルのの警警告告画画面面がが出出まますすののでで  

「「続続行行」」ををククリリッッククししてて下下ささいい  

⑥⑥へへ  



－－2277－－  

  

⑤⑤  下下記記のの様様ななイインンスストトーールル画画面面がが表表示示さされれまますすののでで、、「「OOKK」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    下下記記ののイインンスストトーールル中中画画面面がが表表示示さされれイインンスストトーールルがが進進みみまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑥⑥  下下記記のの様様なな,,警警告告画画面面がが表表示示さされれたた場場合合はは「「続続行行」」ををククリリッッククししてて進進んんでで下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－2288－－  

  

⑦⑦  下下記記のの画画面面がが表表示示さされれままししたたらら、、セセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。（（3322ビビッットトのの場場合合））  

「「OOKK」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

6644 ビビッットトのの場場合合はは上上記記のの画画面面がが出出ずずにに、、タタススククババーーにに下下記記ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれまますす  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

以以上上でで WWiinnddoowwss  XXPP へへののセセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  

    



－－2299－－  

●●ダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププ手手順順  
WWiinnddoowwss  XXPP ででダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククををセセッットトアアッッププすするる手手順順ににつついいてて説説明明ししまますす。。  

①①「「ススタターートトメメニニュューー」」かからら「「ココンントトロローールルパパネネルル」」をを開開いいてて下下ささいい。。  

②②「「ネネッットトワワーーククととイインンタターーネネッットト接接続続」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③「「ネネッットトワワーークク接接続続」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④「「新新ししいい接接続続をを作作成成すするる」」ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－3300－－  

⑤⑤「「新新ししいい接接続続ウウィィザザーードド」」画画面面がが開開ききまますすののでで「「イインンタターーネネッットトにに接接続続すするる」」をを選選択択ししてて「「次次へへ」」ボボタタンン

ををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑥⑥「「接接続続をを手手動動ででセセッットトアアッッププすするる」」をを選選択択ししてて「「次次へへ」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑦⑦「「ダダイイヤヤルルアアッッププモモデデムムをを使使用用ししてて接接続続すするる」」をを選選択択ししてて「「次次へへ」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    



－－3311－－  

⑧⑧「「MMDD5500  SSeerriieess    AAnnaalloogg  MMooddeemm」」をを選選択択ししてて（（左左側側チチェェッッククボボッッククススににチチェェッッククをを入入れれてて））  

「「次次へへ」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

（（そそのの他他ののデデババイイススががああるる場場合合はは、、そそれれららののチチェェッッククをを外外ししてて下下ささいい。。））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑨⑨IISSPP名名等等、、接接続続先先がが判判別別ででききるる名名称称をを入入力力ししてて「「次次へへ」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑩⑩アアククセセススポポイインントト（（接接続続先先））のの電電話話番番号号をを入入力力ししてて「「次次へへ」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

※※モモデデムムがが１１台台ののみみでで左左記記のの画画面面がが出出

なないい場場合合はは次次のの画画面面へへ進進んんでで下下ささいい。。  



－－3322－－  

⑪⑪「「ユユーーザザーー名名」」、、「「パパススワワーードド」」、、「「パパススワワーードドのの確確認認入入力力」」（（接接続続先先ののアアカカウウンントト情情報報））をを入入力力ししてて  

「「次次へへ」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑫⑫下下記記のの画画面面がが表表示示さされれままししたたらら、、「「完完了了」」ボボタタンンををククリリッッククししてて下下ささいい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑬⑬下下記記のの画画面面がが表表示示さされれまますす。。  

「「ダダイイヤヤルル」」ボボタタンンををククリリッッククすするるととダダイイヤヤルルアアッッププがが開開始始さされれまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

以以上上ででダダイイヤヤルルアアッッププネネッットトワワーーククののセセッットトアアッッププはは完完了了でですす。。  



－－3333－－  

    

AATT ココママンンドドとと SS レレジジススタタににつついいてて  

AATT ココママンンドドののフフォォーーママッットトはは以以下下のの通通りりでですす。。  

AATT<<ココママンンドド>><<パパララメメーータタ>><<ココママンンドド>><<パパララメメーータタ>><<..........>>((CCRR))  

  ココママンンドドととパパララメメーータタはは同同一一行行にに複複数数設設定定すするるここととがが可可能能でですす。。  

  例例））  AATTQQ00VV11EE00XX44\\NN33&&KK33++MMSS==VV3344,,11,,22440000,,2288880000,,22440000,,3333660000  

  AATT互互換換機機やや端端末末のの一一部部ににはは｢｢￥￥｣｣キキーーののなないいももののががあありりまますす。。  

そそのの場場合合はは｢｢＼＼｣｣キキーーがが｢｢￥￥｣｣キキーーとと同同じじ意意味味ににななりりまますす。。  

  ココママンンドドのの後後ににパパララメメーータタ設設定定ががさされれなないい場場合合「「00」」ととししてて扱扱わわれれまますす。。  

ままたた、、一一部部ココママンンドドでで初初期期値値がが記記述述さされれてていいなないいももののもも、、ここれれにに該該当当ししまますす。。  

  例例））  AATT&&WW  →→  AATT&&WW00  ととししてて扱扱わわれれまますす。。  

  モモデデムム－－端端末末間間のの速速度度（（DDTTEE））ににつついいててはは、、端端末末かからら送送らられれててくくるる「「AATT」」のの22文文字字をを検検出出しし、、自自動動認認識識ししまますす。。  

ココママンンドド  内内  容容  

AA//  直直前前にに実実行行ししたたココママンンドドをを再再実実行行ししまますす。。  

ここののココママンンドドのの前前ににはは「「AATT」」ははつつけけまませせんん。。  

ままたた、、最最後後のの<<EEnntteerr>>もも入入力力すするる必必要要あありりまませせんん。。  

例例))  

    AATTDDTT111177  <<EEnntteerr>>  ・・・・・・ダダイイヤヤルルココママンンドドのの実実行行  

    NNOO  CCAARRRRIIEERR      ・・・・・・何何かかキキーーをを押押しし、、回回線線切切断断  

    AA//              ・・・・・・ダダイイヤヤルルココママンンドドがが再再実実行行さされれるる  

    NNOO  CCAARRRRIIEERR      ・・・・・・何何かかキキーーをを押押しし、、回回線線切切断断  

AATTAA  アアンンササーーモモーードドでで回回線線接接続続をを行行いいまますす。。  

AATTDDxxxxxx  ダダイイヤヤルル動動作作をを行行いいまますす。。  

書書式式：：AATTDDxxxxxx  （（xx==各各パパララメメーータタやや電電話話番番号号））  

  PP          パパルルススダダイイヤヤルルをを行行いいまますす。。（（ダダイイヤヤルル回回線線））  

  TT          トトーーンンダダイイヤヤルルをを行行いいまますす。。（（ププッッシシュュ回回線線））  

  WW          第第 22 ダダイイヤヤルルトトーーンンをを検検出出ししまますす。。  

  @@          55 秒秒間間のの無無音音状状態態をを検検出出ししまますす。。  

            検検出出ででききなないい場場合合はは「「NNOO  AANNSSWWEERR」」をを返返ししまますす。。  

  ,,          SS88 レレジジススタタ（（初初期期値値 22 秒秒））でで設設定定さされれたた時時間間、、ダダイイヤヤルルをを待待ちちまますす。。  

            構構内内交交換換機機、、00 発発信信等等ででダダイイヤヤルルをを待待つつ場場合合にに使使いいまますす。。  

  00～～99、、**、、##    相相手手のの電電話話番番号号ををダダイイヤヤルルししまますす。。  

            ダダイイヤヤルル番番号号をを見見ややすすくくすするるたためめににススペペーースス、、「「－－」」、、「「（（））」」、、「「［［］］」」等等がが使使ええまますす。。  

            ななおお、、「「**」」、、「「##」」ははトトーーンンダダイイヤヤルルののみみ使使ええまますす。。  

  ;;          ダダイイヤヤルル後後ココママンンドドモモーードドにに戻戻りりまますす。。  

  !!          00..55 秒秒間間、、回回線線ををオオンンフフッックク（（回回線線断断））ししまますす。。  

  SS==nn        AATT&&ZZnn ココママンンドドでで登登録録ししたた電電話話番番号号ににダダイイヤヤルルししまますす。。  

  LL          最最後後ににかかけけたた番番号号ににリリダダイイヤヤルルししまますす。。  

    例例 11））  AATTDDTT0033--11223344--55667788  電電話話番番号号 0033--22334455--66778899 へへトトーーンンダダイイヤヤルルをを行行いいまますす。。  

    例例 22））  AATTDDTT0033--99887766--55443322  電電話話番番号号 0033--99887766--55443322 へへパパルルススダダイイヤヤルルをを行行いいまますす。。  

    例例 33））  AATTDDTT00,,33333333--44444444    00 ををダダイイヤヤルルししててかからら 22 秒秒待待っったた後後、、電電話話番番号号 33333333--44444444 へへ  

                        トトーーンンダダイイヤヤルルをを行行いいまますす。。  

  

    



－－3344－－  

ココママンンドド  内内  容容  

AATTEE  DDTTEE（（端端末末側側））かからら送送らられれたたココママンンドドののエエココーー（（文文字字ををそそののまままま送送りり返返すす））のの有有無無をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATTEEnn  （（nn==00～～11））  

  EE00    ココママンンドドモモーードド時時、、DDTTEE かからら入入力力ししたたココママンンドド文文字字をを DDTTEE にに返返ししまませせんん。。  

  EE11    ココママンンドドモモーードド時時、、DDTTEE かからら入入力力ししたたココママンンドド文文字字をを DDTTEE にに返返ししまますす。。（（初初期期値値））  

AATTHH  回回線線のの接接続続//切切断断をを行行いいまますす。。  

書書式式：：AATTHHnn  （（nn==00～～11））  

  HH00    回回線線をを切切断断（（オオンンフフッックク））ししまますす。。  

  HH11    回回線線をを接接続続（（オオフフフフッックク））ししまますす。。  

AATTII  モモデデムムのの識識別別ココーードドをを表表示示ししまますす。。  

書書式式：：AATTIInn  （（nn==00～～33））  

  II00    最最高高速速度度をを表表示示ししまますす。。  

  II11    RROOMM ののチチェェッッククササムムココーードドをを表表示示ししまますす。。((通通常常はは 225555 がが表表示示さされれまますす))  

  II22    OOKK をを表表示示ししまますす。。  

  II33    IIDD 文文字字列列をを表表示示ししまますす。。  

AATTLL  モモニニタターーススピピーーカカーーのの音音量量をを設設定定ししまますす。。  ((本本モモデデムムははススピピーーカカがが有有りりまませせんん))  

書書式式：：AATTLLnn  （（nn==00～～33））  

  LL00    音音量量小小。。  

  LL11    音音量量小小。。（（初初期期値値））  

  LL22    音音量量中中。。  

  LL33    音音量量大大。。  

AATTMM  モモニニタターーススピピーーカカーーのの OONN、、OOFFFF ののタタイイミミンンググをを設設定定ししまますす。。((本本モモデデムムははススピピーーカカがが有有りりまませせんん))  

書書式式：：AATTMMnn  （（nn==00～～33））  

  MM00  ススピピーーカカーーをを常常にに OOFFFF ににししまますす。。  

  MM11  キキャャリリアアをを検検出出すするるままでで OONN ににししまますす。。（（初初期期値値））  

  MM22  ススピピーーカカーーをを常常にに OONN ににししまますす。。  

  MM33  ダダイイヤヤルル終終了了かかららキキャャリリアア検検出出ままでで OONN ににししまますす。。  

AATTOO  オオンンラライインンモモーードド中中（（通通信信中中））ににエエススケケーーププココママンンドド（（「「++++++」」））にによよっっててココママンンドドモモーードドににななっったた際際、、  

再再びびオオンンラライインンモモーードドにに戻戻るるととききにに使使用用ししまますす。。  

書書式式：：AATTOOnn  （（nn==00～～11））  

  OO00  オオンンラライインンモモーードドにに戻戻りりまますす。。  

  OO11  トトレレーーニニンンググシシーーケケンンススをを再再実実行行（（リリトトレレーーニニンンググ））ししてて、、オオンンラライインンモモーードドにに戻戻りりまますす。。  

AATTQQ  リリザザルルトトココーードドをを DDTTEE（（端端末末側側））にに返返すすかか、、返返ささなないいかかののモモーードドをを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATTQQnn  （（nn==00～～11））  

  QQ00  リリザザルルトトココーードドをを DDTTEE（（端端末末側側））にに返返ししまますす。。（（初初期期値値））  

  QQ11  リリザザルルトトココーードドをを DDTTEE（（端端末末側側））にに返返ししまませせんん。。  

AATTSSｘｘ??  SS レレジジススタタ xx のの内内容容をを読読みみ出出ししまますす。。  

  例例））  AATTSS88??  SS88 レレジジススタタのの値値をを読読みみ出出ししまますす。。  

AATTSSxx==yy  レレジジススタタ xx にに数数値値 yy をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATTSSxx==yy  （（xx==設設定定をを行行うう SS レレジジススタタのの番番号号、、yy==設設定定すするる値値（（1100 進進数数））））  

  例例））  AATTSS00==11    SS00 レレジジススタタにに 11（（1100 進進数数））をを設設定定ししまますす  

AATTVV  AATT ココママンンドドののリリザザルルトトココーードドのの形形式式をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATTVVnn  （（nn==00～～11））  

  VV00    リリザザルルトトココーードドをを数数字字表表示示にに設設定定ししまますす。。  

  VV11    リリザザルルトトココーードドをを文文字字表表示示にに設設定定ししまますす。。（（初初期期値値））  

  

    



－－3355－－  

ココママンンドド  内内  容容  

AATTWW  接接続続時時ののリリザザルルトトココーードドのの拡拡張張方方法法をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATTWWnn  （（nn==00～～22））  

  WW00  接接続続時時にに DDTTEE 速速度度ののみみをを返返ししまますす。。（（初初期期値値））  

        例例））  CCOONNNNEECCTT  111155220000  

  WW11  接接続続時時にに DDCCEE 速速度度、、エエララーー訂訂正正ププロロトトココルル、、DDTTEE 速速度度のの順順にに返返ししまますす。。  

      （（AATTWW00++MMRR==22;;++DDRR==11;;++EERR==11 とと同同じじでですす。。））  

  WW22  接接続続時時にに DDCCEE 速速度度（（受受信信））ののみみをを返返ししまますす。。  

AATTXX  モモデデムム接接続続時時ののリリザザルルトトココーードド拡拡張張方方法法のの設設定定、、及及びび,,ダダイイヤヤルル時時ののトトーーンン検検出出をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATTXXnn  （（nn==00～～44））  

  XX00    リリザザルルトトココーードドのの拡拡張張をを行行いいまませせんん。。  

  XX11    リリザザルルトトココーードドにに接接続続時時のの速速度度（（ホホスストトととモモデデムムととのの通通信信速速度度））をを付付加加ししまますす。。  

  XX22    XX11 にに加加ええてて、、ダダイイヤヤルル時時ににダダイイヤヤルルトトーーンンのの検検出出をを行行いいまますす。。  

      ダダイイヤヤルルトトーーンンがが検検出出ででききなないい場場合合「「NNOO  DDIIAALLTTOONNEE」」をを表表示示ししまますす。。  

  XX33    XX11 にに加加ええてて、、ビビジジーートトーーンン（（話話中中音音））のの検検出出をを行行いいまますす。。  

      ビビジジーートトーーンンをを検検出出ししたた場場合合「「BBUUSSYY」」をを表表示示ししまますす。。  

  XX44    XX22、、XX33 ををああわわせせてて表表示示、、検検出出をを行行いいまますす。。（（初初期期値値））  

AATTZZ  モモデデムムをを不不揮揮発発性性メメモモリリのの保保存存内内容容でで初初期期化化ししまますす。。（（ソソフフトトウウェェアアリリセセッットト））  

書書式式：：AATTZZnn  （（nn==00～～11））  

  ZZ00    不不揮揮発発性性メメモモリリののププロロフファァイイルル 00 のの保保存存内内容容でで初初期期化化ししまますす。。  

  ZZ11    不不揮揮発発性性メメモモリリののププロロフファァイイルル 11 のの保保存存内内容容でで初初期期化化ししまますす。。  

※※ここののココママンンドドはは完完了了ままででにに約約 11 秒秒程程度度かかかかりり、、実実行行中中にに他他ココママンンドドはは受受けけ付付けけらられれまませせんん。。  

ななおお、、ココママンンドド列列のの中中にに本本ココママンンドドががああるるととききはは、、そそれれ以以降降ののココママンンドドはは無無視視さされれまますす。。  

  例例））  AATTZZXX33  ・・・・・・  XX33 ココママンンドドはは無無視視さされれまますす。。  

AATT&&CC  CCDD 信信号号（（キキャャリリアア検検出出信信号号、、DDCCDD））のの動動作作をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT&&CCnn  （（nn==00～～11））  

  &&CC00  CCDD 信信号号をを常常にに OONN ににししまますす。。  

  &&CC11  CCDD 信信号号ははキキャャリリアアがが検検出出さされれるるとと OONN ししまますす。。（（初初期期値値））  

AATT&&DD  DDTTRR 信信号号（（デデーータタ端端末末レレデディィ、、EERR））がが OONN かからら OOFFFF にに変変化化ししたた場場合合のの動動作作をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT&&DDnn  （（nn==00～～33））  

  &&DD00  DDTTRR 信信号号はは無無視視しし、、常常にに OONN ととししてて扱扱いいまますす。。  

  &&DD11  DDTTRR 信信号号がが OOFFFF ににななるるとと、、ココママンンドドモモーードドににななりりまますす。。  

  &&DD22  DDTTRR 信信号号がが OOFFFF ににななるるとと、、回回線線をを切切断断ししココママンンドドモモーードドににななりりまますす。。（（初初期期値値））  

  &&DD33  DDTTRR 信信号号がが OOFFFF ににななるるとと、、初初期期化化さされれまますす。。（（AATTZZ ココママンンドド実実行行状状態態ににななりりまますす。。））  

AATT&&FF  各各種種ののパパララメメーータタをを工工場場出出荷荷のの初初期期値値にに戻戻ししまますす。。  

AATT&&KK  DDTTEE（（端端末末側側））ののフフロローー制制御御（（RRTTSS//CCTTSS、、XXOONN//XXOOFFFF））をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT&&KKnn  （（nn==00、、33～～55））  

  &&KK00  フフロローー制制御御ををししまませせんん。。  

  &&KK33  RRTTSS//CCTTSS フフロローー制制御御（（ハハーードドウウェェアアフフロローー制制御御））ををししまますす。。（（初初期期値値））  

  &&KK44  XXOONN//XXOOFFFF フフロローー制制御御（（ソソフフトトウウェェアアフフロローー制制御御））ををししまますす。。  

  &&KK55  透透過過 XXOONN//XXOOFFFFＦＦフフロローー制制御御ををししまますす。。  

AATT&&PP  パパルルススダダイイヤヤルルののダダイイヤヤルル速速度度をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT&&PPnn  （（nn==11,,33））  

  &&PP11  ダダイイヤヤルルパパルルススをを 1100PPPPSS ににししまますす。。（（初初期期値値））  

  &&PP33  ダダイイヤヤルルパパルルススをを 2200PPPPSS ににししまますす。。  

AATT&&VV  現現在在設設定定さされれてていいるるココママンンドドのの一一覧覧をを表表示示ししまますす。。  

    



－－3366－－  

ココママンンドド  内内  容容  

AATT&&WW  現現在在のの設設定定さされれてていいるる状状態態をを、、不不揮揮発発性性メメモモリリにに書書きき込込みみまますす。。  

書書式式：：AATT&&WWnn  （（nn==00～～11））  

  &&WW00  不不揮揮発発性性メメモモリリののププロロフファァイイルル 00 にに書書きき込込みみまますす。。  

  &&WW11  不不揮揮発発性性メメモモリリののププロロフファァイイルル 11 にに書書きき込込みみまますす。。  

AATT&&YY  電電源源立立ちち上上げげ時時にに読読みみ込込むむププロロフファァイイルルをを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT&&YYnn  （（nn==00～～11））  

  &&YY00  ププロロフファァイイルル 00 をを指指定定ししまますす。。（（初初期期値値））  

  &&YY11  ププロロフファァイイルル 11 をを指指定定ししまますす。。  

※※本本ココママンンドドはは AATT&&FF をを実実行行ししててもも工工場場出出荷荷値値にに戻戻りりまませせんん。。  

AATT&&ZZxx==yy  AATTDDSS==nn ココママンンドド（（AATTDD をを参参照照））ででダダイイヤヤルルすするる場場合合のの、、電電話話番番号号をを設設定定ししまますす。。（（最最大大 44 箇箇所所））  

書書式式：：AATT&&ZZxx==yy  （（xx==00～～33、、yy==設設定定すするる電電話話番番号号））  

  例例））  AATT&&ZZ11==44444444--55555555    電電話話番番号号 44444444--55555555 をを保保存存エエリリアア 11 にに設設定定ししまますす。。  

AATT%%CC  デデーータタ圧圧縮縮のの方方法法をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT%%CCnn  （（nn==00～～33））  

  %%CC00  デデーータタ圧圧縮縮ををししまませせんん。。  

  %%CC11  MMNNPP55 ののデデーータタ圧圧縮縮をを行行いいまますす。。  

  %%CC22  VV..4444//VV..4422bbiiss ののデデーータタ圧圧縮縮をを行行いいまますす。。  

  %%CC33  VV..4444//VV..4422bbiiss//MMNNPP55 ののデデーータタ圧圧縮縮をを行行いいまますす  ((初初期期値値））  

※※VV..4444 はは相相手手モモデデムムがが対対応応ししてていいるる場場合合ののみみ使使用用可可能能でですす。。  

AATT%%EE  回回線線のの状状態態をを監監視視しし、、状状態態がが変変化化ししたた場場合合ににトトレレーーニニンンググシシーーケケンンススのの再再実実行行（（リリトトレレーーニニンンググ））、、

及及びび、、回回線線速速度度のの変変更更をを行行ううかか否否かかをを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT%%EEnn  （（nn==00～～22））  

  %%EE00  リリトトレレーーニニンンググをを自自動動でで再再実実行行ししまませせんん。。  

  %%EE11  リリトトレレーーニニンンググをを自自動動でで再再実実行行ししまますす。。回回線線速速度度のの変変更更はは行行いいまませせんん。。  

  %%EE22  リリトトレレーーニニンンググのの自自動動再再実実行行、、及及びび、、回回線線速速度度のの変変更更をを行行いいまますす。。（（初初期期値値））  

AATT\\NN  通通信信モモーードド（（エエララーー訂訂正正ププロロトトココルルのの動動作作））をを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT\\NNnn  （（nn==00～～55））  

  \\NN00  ノノーーママルルモモーードドでで通通信信ししまますす。。VV..4422、、MMNNPP 等等はは使使用用ししまませせんん。。  

  \\NN11  ダダイイレレククトトモモーードドでで通通信信ししまますす。。VV..4422、、MMNNPP 等等はは使使用用ししまませせんん。。  

  \\NN22  VV..4422、、MMNNPP モモーードドでで接接続続ししまますす。。  

      相相手手モモデデムムがが VV..4422、、MMNNPP ででなないい場場合合はは接接続続ししまませせんん。。  

  \\NN33  VV..4422、、MMNNPP モモーードドでで接接続続ししまますす。。（（初初期期値値））  

      相相手手モモデデムムがが VV..4422、、MMNNPP ででなないい場場合合はは、、ノノーーママルルモモーードドでで接接続続ししまますす。。  

  \\NN44  VV..4422 モモーードドでで接接続続ででききまますす。。相相手手モモデデムムがが VV..4422 ででなないい場場合合はは、、接接続続ししまませせんん。。  

  \\NN55  MMNNPP モモーードドでで接接続続ししまますす。。相相手手モモデデムムがが MMNNPP ででなないい場場合合はは、、接接続続ししまませせんん。。  

AATT\\VV  拡拡張張リリザザルルトトココーードドをを設設定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT\\VVnn  （（nn==00～～11））  

  \\VV00  拡拡張張リリザザルルトトココーードドをを使使用用ししまませせんん。。（（初初期期値値））  

  \\VV11  拡拡張張リリザザルルトトココーードドをを使使用用ししまますす。。  

《《  \\VV11 設設定定時時のの表表示示例例  》》  

AATT\\VV11  

OOKK  

AATTDDTTxxxx--xxxxxxxx--xxxxxxxx  

CCOONNNNEECCTT  111155220000  //  VV3344  //  LLAAPPMM  //  VV4422BB  //  3311220000::TTXX  //  3333660000::RRXX  

              ((**11))                ((**22))      ((**33))        ((**44))          ((**55))              ((**66))        

**11：：DDTTEE 速速度度 111155220000bbppss でで接接続続ししたた。。      **22：：変変調調方方式式  VV..3344  でで接接続続さされれたた。。  

**33：：エエララーー訂訂正正  VV..4422  でで接接続続ししたた。。        **44：：デデーータタ圧圧縮縮  VV..4422bbiiss  でで接接続続ししたた。。  

**55：：送送信信速速度度 3311220000bbppss でで接接続続さされれたた      **66：：受受信信速速度度 3333660000bbppss でで接接続続さされれたた。。  

    



－－3377－－  

ココママンンドド  内内  容容  

AATT++DDRR  接接続続時時ののリリザザルルトトココーードドにに、、デデーータタ圧圧縮縮モモーードドをを表表示示すするるかか否否かかをを設設定定ししまますす。。（（AATTWW00 設設定定時時））  

書書式式：：AATT++DDRR==nn  （（nn==00～～11））  

  ++DDRR==00  デデーータタ圧圧縮縮モモーードドをを表表示示ししまませせんん。。（（初初期期値値））  

  ++DDRR==11  デデーータタ圧圧縮縮モモーードドをを表表示示ししまますす。。  

※※本本ココママンンドドのの後後ろろにに続続けけてて別別ののココママンンドドをを設設定定すするる際際はは、、本本ココママンンドドとと次次ののココママンンドドのの間間にに「「;;」」

（（セセミミココロロンン））をを入入れれてて下下ささいい。。  

例例））  AATT++DDRR==11;;XX33  

AATT++EERR  接接続続時時ののリリザザルルトトココーードドにに、、エエララーー訂訂正正モモーードドをを表表示示すするるかか否否かかをを設設定定ししまますす。。（（AATTWW00 設設定定時時））  

書書式式：：AATT++EERR==nn  （（nn==00～～11））  

  ++EERR==00  エエララーー訂訂正正モモーードドをを表表示示ししまませせんん。。（（初初期期値値））  

  ++EERR==11  エエララーー訂訂正正モモーードドをを表表示示ししまますす。。  

※※本本ココママンンドドのの後後ろろにに続続けけてて別別ののココママンンドドをを設設定定すするる際際はは、、本本ココママンンドドとと次次ののココママンンドドのの間間にに「「;;」」

（（セセミミココロロンン））をを入入れれてて下下ささいい。。  

例例））  AATT++EERR==11;;XX33  

AATT++MMRR  接接続続時時ののリリザザルルトトココーードドにに、、変変調調方方式式、、通通信信速速度度（（DDCCEE 速速度度））をを表表示示すするるかか否否かかをを設設定定ししまますす。。

（（AATTWW00 設設定定時時））  

書書式式：：AATT++MMRR==nn  （（nn==00～～22））  

  ++MMRR==00  変変調調方方式式、、通通信信速速度度をを表表示示ししまませせんん。。（（初初期期値値））  

  ++MMRR==11  変変調調方方式式、、送送信信速速度度//受受信信速速度度をを表表示示ししまますす。。  

  ++MMRR==22  変変調調方方式式、、受受信信速速度度をを表表示示ししまますす。。  

※※本本ココママンンドドのの後後ろろにに続続けけてて別別ののココママンンドドをを設設定定すするる際際はは、、本本ココママンンドドとと次次ののココママンンドドのの間間にに「「;;」」

（（セセミミココロロンン））をを入入れれてて下下ささいい。。  

例例））  AATT++MMRR==22;;XX33  

  

    



－－3388－－  

ココママンンドド  内内  容容  

AATT++MMSS  相相手手モモデデムムととのの変変調調方方式式（（通通信信規規格格））、、手手順順、、通通信信速速度度（（DDCCEE 速速度度））等等をを指指定定ししまますす。。  

書書式式：：AATT++MMSS==CCaarrrriieerr,,AAuuttooMMooddee,,MMiinnTTXXrraattee,,MMaaxxTTXXrraattee,,MMiinnRRXXrraattee,,MMaaxxRRXXrraattee  

  CCaarrrriieerr  変変調調方方式式をを設設定定ししまますす。。設設定定可可能能ななパパララメメーータタはは以以下下のの通通りりでですす。。  

パパララメメーータタ  変変調調方方式式（（通通信信規規格格））,,  通通信信速速度度  

VV2211  VV..2211    330000bbppss  

VV2222  VV..2222    11220000bbppss  

VV2222BB  VV..2222bbiiss  11220000,,  22440000bbppss  

VV3322  VV..3322    44880000,,  99660000bbppss  

VV3322BB  VV..3322bbiiss  44880000,,  77220000,,  99660000,,  1122000000,,  1144440000bbppss  

VV3344  VV..3344    22440000,,  44880000,,  77220000,,  99660000,,  1122000000,,  1144440000,,  1166880000  

      1199220000,,  2211660000,,  2244000000,,  2266440000,,  2288880000,,  3311220000,,    

      3333660000bbppss  

VV9900  

VV9922  

VV..9900    2288000000,,  2299333333,,  3300666677,,  3322000000,,  3333333333,,  3344000000  

VV..9922    3344666677,,  3366000000,,  3377333333,,  3388666677,,  4400000000,,  4411333333  

      4422666677,,  4444000000,,  4455333333,,  4466666677,,  4488000000,,  4499333333  

      5500666677,,  5522000000,,  5533333333,,  5544666677,,  5566000000bbppss  

  AAuuttooMMooddee  速速度度自自動動応応答答モモーードド（（VV..88））をを設設定定ししまますす。。  

          設設定定可可能能ななパパララメメーータタはは以以下下のの通通りりでですす。。  

パパララメメーータタ  内内  容容  

00  速速度度自自動動応応答答モモーードド  無無効効  

11  速速度度自自動動応応答答モモーードド  有有効効  

（（通通常常ははここちちららをを設設定定ししてて下下ささいい。。））  

  MMiinnTTXXrraattee    送送信信下下限限速速度度をを設設定定ししまますす。。  

  MMaaxxTTXXrraattee    送送信信上上限限速速度度をを設設定定ししまますす。。  

  MMiinnRRXXrraattee    受受信信下下限限速速度度をを設設定定ししまますす。。  

  MMaaxxRRXXrraattee    受受信信上上限限速速度度をを設設定定ししまますす。。  

  例例 11））  AATT++MMSS==VV3344,,11,,22440000,,2288880000,,22440000,,3311220000  

        →→変変調調方方式式をを VV..3344 にに設設定定しし、、通通信信速速度度をを下下記記のの範範囲囲にに設設定定。。  

            ・・送送信信下下限限速速度度 22440000bbppss  ～～  送送信信上上限限速速度度 2288880000bbppss  

            ・・受受信信下下限限速速度度 22440000bbppss  ～～  受受信信上上限限速速度度 3311220000bbppss  

  例例 22））  AATT++MMSS==VV9900,,11,,2211660000,,2288880000,,3366000000,,4455333333  

        →→変変調調方方式式をを VV..9900 にに設設定定しし、、通通信信速速度度をを下下記記のの範範囲囲にに設設定定。。  

            ・・送送信信下下限限速速度度 2211660000bbppss  ～～  送送信信上上限限速速度度 2288880000bbppss  

            ・・受受信信下下限限速速度度 3366000000bbppss  ～～  受受信信上上限限速速度度 4455333333bbppss  

  例例 33））  AATT++MMSS==VV3322BB,,11,,,,,,,,1122000000  

        →→変変調調方方式式をを VV..3322bbiiss にに設設定定しし、、受受信信上上限限速速度度をを 1122000000bbppss にに設設定定。。  

  例例 44））  AATT++MMSS==VV2222BB,,00  

        →→変変調調方方式式をを VV..2222bbiiss にに設設定定しし、、自自動動モモーードドをを無無効効にに設設定定。。  

※※11：：設設定定をを行行うう際際はは、、接接続続相相手手側側ののモモデデムムとと設設定定ににああわわせせ、、適適切切なな値値をを設設定定すするるよよううににししてて  

下下ささいい。。  

※※22：：本本ココママンンドドのの後後ろろにに続続けけてて別別ののココママンンドドをを設設定定すするる際際はは、、本本ココママンンドドとと次次ののココママンンドドのの間間  

にに「「;;」」（（セセミミココロロンン））をを入入れれてて下下ささいい。。  

例例））  AATT++MMSS==VV3344,,11,,22440000,,2288880000,,22440000,,3311220000;;XX33  

++++++  オオンンラライインンモモーードドののとときき、、端端末末かからら前前後後 11 秒秒間間のの時時間間をを空空けけてて「「++++++」」のの  ココママンンドドがが入入力力さされれるるとと  

回回線線をを切切断断すするるここととななくく、、ココママンンドドモモーードドにに移移りりまますす。。  

「「++++++」」のの前前後後にに他他のの文文字字がが入入力力さされれるるととエエススケケーーププココママンンドドとと判判断断さされれまませせんんののでで、、EEnntteerr キキーー等等

はは入入力力ししなないいでで下下ささいい。。  

  

    



－－3399－－  

AATT ココママンンドドにに関関すするる注注意意  
  

  AATT ココママンンドドははすすべべててのの動動作作／／組組みみ合合わわせせをを保保証証すするるももののででははあありりまませせんん。。シシスステテムムななどど

ででおお使使いいのの場場合合はは十十分分ごご確確認認ののううええごご使使用用下下ささいい。。  

  

  AATT ココママンンドドはは前前ののココママンンドドののリリザザルルトトココーードドがが返返っっててききててかからら次次ののココママンンドドをを送送るるよよううににしし

てて下下ささいい。。特特にに回回線線切切断断ココママンンドドななどどははごご注注意意下下ささいい。。  

ままたた、、リリザザルルトトココーードドのの直直後後にに次次ののココママンンドドをを送送るるよよううななププロロググララムムをを組組むむ場場合合はは、、  

十十分分ごご確確認認のの上上ごご使使用用下下ささいい。。  

  

  AATT ココママンンドドがが認認識識さされれなないい場場合合をを考考ええてて、、リリトトラライイ動動作作ななどどをを考考慮慮ししてて下下ささいい。。特特ににシシスス

テテムムででおお使使いいのの場場合合ははごご注注意意下下ささいい。。  

  

  AATT ココママンンドドととししてて認認識識ででききなないいよよううなな、、AATT をを含含ままなないい文文字字列列をを連連続続ししてて送送るるここととはは避避けけてて

下下ささいい。。通通常常とと異異ななるる動動作作ととななるる場場合合ががあありりまますす。。  

  

  モモデデムムはは回回線線状状態態ななどどにによよりり、、毎毎回回確確実実にに接接続続さされれるるここととをを保保証証すするるももののでではは有有りりまませせ

んん。。自自動動でで接接続続さされれるる場場合合ははリリトトラライイ動動作作をを考考慮慮ししてて下下ささいい。。  

  

  回回線線接接続続中中ににトトレレーーニニンンググ動動作作ななどどにによよりり数数十十秒秒間間デデーータタのの送送受受信信がが出出来来なないい場場合合がが

あありりまますす。。シシスステテムムででおお使使いいのの場場合合はは特特ににごご注注意意下下ささいい。。  

  

  回回線線接接続続にに失失敗敗ししたた場場合合ななどどはは““AATTZZ””ココママンンドドででモモデデムムをを初初期期化化すするるよよううににししてて下下ささいい  

  

  ままたた、、長長時時間間にに渡渡っってて電電源源オオンン状状態態ででごご利利用用ににななるる場場合合はは接接続続初初期期化化のの際際ににもも  

““AATTZZ““ココママンンドドでで時時々々モモデデムムをを初初期期化化ししてて下下ささいい。。  

  

  通通常常のの場場合合ででもも初初期期化化時時ににななどどにに AATTZZ ででモモデデムムをを初初期期化化すするるここととをを推推奨奨ししまますす。。  

  

  長長時時間間ににわわたたっってて接接続続状状態態ののままままととすするる場場合合はは､､時時々々回回線線をを再再接接続続すするるよよううににししてて下下ささ

いい。。  
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SSレレジジススタタ  内内  容容  

SS00  呼呼びび出出しし音音（（RRIINNGG））のの何何回回目目でで自自動動着着信信すするるかかをを設設定定ししまますす。。  

  SS00==00            自自動動着着信信ししまませせんん。。（（初初期期値値））  

  SS00==nn  （（nn==11～～225555））  nn 回回目目のの呼呼びび出出ししをを受受けけるるとと自自動動着着信信ししまますす。。                ○○  

SS11  呼呼びび出出しし音音のの回回数数ををカカウウンントトししまますす。。  

呼呼びび出出しし音音がが検検出出さされれるるとと SS11 レレジジススタタのの値値がが++11 さされれまますす。。  

ななおお、、呼呼びび出出しし音音のの繰繰りり返返ししがが止止ままるるとと、、SS11 レレジジススタタはは 00 ににななりりまますす。。  

  SS11==nn  （（nn==00～～225555））  初初期期値値：：SS11==00  

※※SS00 がが 00 のの場場合合はは、、SS11 はは++11 さされれまませせんん。。  

SS22  エエススケケーーププココーードドにに使使ううキキャャララククタタココーードドをを設設定定ししまますす。。    

  SS22==nn  （（nn==00～～112277））  初初期期値値：：SS22==4433  （（キキャャララククタタ「「++」」））                          ○○  

SS33  復復帰帰ココーードドののキキャャララククタタココーードドをを設設定定ししまますす。。00～～112277 のの値値がが設設定定ででききまますす。。  

  SS33==nn  （（nn==00～～112277））  初初期期値値：：SS33==1133  （（1166 進進数数でで 00DD））  

SS44  改改行行ココーードドののキキャャララククタタココーードドをを設設定定ししまますす。。  

  SS44==nn  （（nn==00～～112277））  初初期期値値：：SS44==1100  （（1166 進進数数でで 00AA））  

SS55  ババッッククススペペーーススココーードドののキキャャララククタタココーードドをを設設定定ししまますす。。ココママンンドドをを 11文文字字訂訂正正すするるにに使使わわれれまますす。。  

ここののレレジジススタタにに表表示示可可能能ななココーードド（（3333～～112266））をを設設定定すするるここととはは出出来来まませせんん。。  

  SS55==nn  （（nn==00～～3322、、112277、、3333～～112266 はは設設定定不不可可））  初初期期値値：：SS55==88  （（1166 進進数数でで 00BB））  

SS66  オオフフフフッッククししててかかららダダイイヤヤルルすするるままででのの待待ちち時時間間をを設設定定ししまますす。。  

AATTXX ココママンンドドががダダイイヤヤルルトトーーンンをを検検出出ししなないい場場合合（（XX00、、11、、33））にに有有効効でですす。。  

ダダイイヤヤルルトトーーンンをを検検出出すするる場場合合（（XX22、、44））はは SS66 レレジジススタタのの値値はは関関係係あありりまませせんん。。  

単単位位はは 11 秒秒でですす。。  

  SS66==nn  （（nn==44～～1155））    初初期期値値：：SS66==44（（44 秒秒））                                  ○○  

SS77  ダダイイヤヤルルししててかからら接接続続さされれるるままででのの、、接接続続待待ちち時時間間をを設設定定ししまますす。。  

ここのの時時間間内内にに接接続続さされれなないいとと「「NNOO  CCAARRRRIIEERR」」ががパパソソココンンにに返返さされれまますす。。  

単単位位はは 11 秒秒でですす  

  SS77==nn  （（nn==11～～111155））  初初期期値値：：SS77==5500（（5500 秒秒））                                ○○  

SS88  ダダイイヤヤルル時時ののポポーーズズココママンンドド「「,,」」のの待待ちち時時間間をを設設定定ししまますす。。  

単単位位はは 11 秒秒でですす  

  SS88==nn  （（nn==22～～225555））  初初期期値値：：SS88==22（（22 秒秒））                                  ○○  

SS99  相相手手モモデデムムかかららののキキャャリリアアをを検検出出すするる時時間間でですす。。  

接接続続時時にに、、ここのの時時間間以以上上連連続続ししててキキャャリリアアがが検検出出さされれるるとと、、回回線線がが接接続続さされれまますす。。  

単単位位はは 00..11 秒秒でですす  

  SS99==nn  （（nn==11～～225555））  初初期期値値：：SS99==66（（00..66 秒秒））                                ○○  

SS1100  回回線線がが接接続続中中にに、、ここのの時時間間以以上上連連続続ししててキキャャリリアアがが検検出出ででききなないい場場合合、、キキャャリリアア断断ととししてて回回線線がが

切切断断さされれまますす。。  

単単位位はは 00..11 秒秒でですす  

  SS1100==nn  （（nn==11～～225544））        初初期期値値：：SS1100==1144（（11..44 秒秒））  

SS1100==225555            キキャャリリアア断断をを無無視視ししまますす。。                            ○○  

SS1111  DDTTMMFF トトーーンン（（トトーーンン発発信信時時ののトトーーンンのの長長ささ））をを設設定定ししまますす。。  

単単位位はは 00..000011 秒秒でですす。。  

  SS1111==nn  （（nn==6655～～225555））  初初期期値値：：SS1111==8855（（00..008855 秒秒））                          ○○  

SS1122  エエススケケーーププココママンンドド（（++++++））のの前前後後ののガガーードド時時間間をを設設定定ししまますす。。  

エエススケケーーププココママンンドドのの前前後後にに、、設設定定さされれたたガガーードド時時間間以以上上、、デデーータタののなないい時時間間がが必必要要でですす。。  

ななおお、、++  とと  ++  のの間間ははここのの時時間間よよりり短短くくななけけれればばななりりまませせんん。。  

単単位位はは 11//5500 秒秒でですす。。  

  SS1122==nn  （（nn==00～～225555））    初初期期値値：：SS1122==5500（（11 秒秒））                              ○○  



－－4411－－  

  

SSレレジジススタタ  内内  容容  

SS2255  DDTTRR（（EERR））信信号号がが変変化化ししたたここととをを検検出出すするるままででのの遅遅延延時時間間をを設設定定ししまますす。。  

単単位位はは 00..0011 秒秒でですす。。  

  SS2255==nn  （（nn==00～～225555））    初初期期値値：：SS2255==55（（00..0055 秒秒））                            ○○  

SS3300  デデーータタのの送送受受信信がが行行わわれれなないい場場合合のの回回線線切切断断タタイイママをを設設定定ししまますす。。  

単単位位はは 1100 秒秒でですす。。  

  SS3300==nn  （（nn==00～～225555））    初初期期値値：：SS3300==00（（デデーータタのの送送受受信信がが行行わわれれななくくててもも回回線線切切断断ししまませせんん。。））    ○○  

SS9911  送送出出レレベベルルのの設設定定。。  

  SS9911==nn  （（nn==1100～～1155））                                                                                            ○○  

SS9922  FFAAXX 送送出出レレベベルルのの設設定定。。  

  SS9922==nn  （（nn==1100～～1155））                                                                                          ○○  

○○印印ののつついいてていいるるSSレレジジススタタはは、、不不揮揮発発性性メメモモリリにに保保存存すするるここととがが可可能能でですす。。  

  

注注：：  SS22～～SS55 のの値値はは極極力力変変更更ししなないいでで下下ささいい  

変変更更さされれるる場場合合はは十十分分ごご確確認認ののううええ変変更更ししてて下下ささいい。。  

  

各各 SS レレジジススタタのの値値ははすすべべててのの組組みみ合合わわせせをを保保証証すするるももののででははあありりまませせんん  

SS レレジジススタタのの値値にに関関ししててはは十十分分ごご確確認認ののううええごご使使用用下下ささいい  
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リリザザルルトトココーードドににつついいてて  

AATT ココママンンドドをを実実行行ししたた際際のの応応答答結結果果（（リリザザルルトトココーードド））をを記記ししまますす。。  

リリザザルルトトココーードド（（文文字字））  
内内  容容  

数数字字形形式式  文文字字形形式式  

00  OOKK  ココママンンドドをを実実行行ししたた（（正正常常実実行行時時））  

11  CCOONNNNEECCTT  回回線線接接続続ししたた（（AATTXX00～～XX44 時時））  

2244  DDEELLAAYYEEDD  リリダダイイヤヤルル制制限限中中  

22  RRIINNGG  呼呼びび出出しし信信号号をを検検出出ししたた  

33  NNOO  CCAARRRRIIEERR  キキャャリリアアがが検検出出ででききなないいかか、、キキャャリリアアがが消消滅滅ししたた  

44  EERRRROORR  ココママンンドドエエララーー、、そそのの他他、、動動作作不不可可ののココママンンドドをを実実行行ししたた  

55  CCOONNNNEECCTT  11220000  11220000bbppss でで接接続続ししたた（（AATTXX11～～XX44 時時））  

66  NNOO  DDIIAALLTTOONNEE  ダダイイヤヤルルトトーーンンがが検検出出ででききなないい（（AATTXX22,,  XX44 ココママンンドド設設定定時時））  

77  BBUUSSYY  話話中中音音がが検検出出さされれたた  

114455  ++MMCCRR::  VV9900  変変調調方方式式  IITTUU--TT  VV..9900  でで接接続続さされれたた  

114422  ++MMCCRR::  VV3344  変変調調方方式式  IITTUU--TT  VV..3344  でで接接続続さされれたた  

114411  ++MMCCRR::  VV3322BB  変変調調方方式式  IITTUU--TT  VV..3322bbiiss  でで接接続続さされれたた  

114466  ++MMCCRR::  VV9922  変変調調方方式式  IITTUU--TT  VV..9922  でで接接続続さされれたた  

114400  ++MMCCRR::  VV3322  変変調調方方式式  IITTUU--TT  VV..3322  でで接接続続さされれたた  

113388  ++MMCCRR::  VV2222BB  変変調調方方式式  IITTUU--TT  VV..2222bbiiss  でで接接続続さされれたた  

113377  ++MMCCRR::  VV2222  変変調調方方式式  IITTUU--TT  VV..2222  でで接接続続さされれたた  

4466  ++MMRRRR::  11220000  キキャャリリアア速速度度  11220000bbppss  でで接接続続さされれたた  

4477  ++MMRRRR::  22440000  キキャャリリアア速速度度  22440000bbppss  でで接接続続さされれたた  

4488  ++MMRRRR::  44880000  キキャャリリアア速速度度  44880000bbppss  でで接接続続さされれたた  

4499  ++MMRRRR::  77220000  キキャャリリアア速速度度  77220000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5500  ++MMRRRR::  99660000  キキャャリリアア速速度度  99660000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5511  ++MMRRRR::  1122000000  キキャャリリアア速速度度  1122000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5522  ++MMRRRR::  1144440000  キキャャリリアア速速度度  1144440000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5533  ++MMRRRR::  1166880000  キキャャリリアア速速度度  1166880000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5544  ++MMRRRR::  1199220000  キキャャリリアア速速度度  1199220000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5555  ++MMRRRR::  2211660000  キキャャリリアア速速度度  2211660000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5566  ++MMRRRR::  2244000000  キキャャリリアア速速度度  2244000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5577  ++MMRRRR::  2266440000  キキャャリリアア速速度度  2266440000bbppss  でで接接続続さされれたた  

119955  ++MMRRRR::  2288000000  キキャャリリアア速速度度  2288000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

5588  ++MMRRRR::  2288880000  キキャャリリアア速速度度  2288880000bbppss  でで接接続続さされれたた  

119966  ++MMRRRR::  2299333333  キキャャリリアア速速度度  2299333333bbppss  でで接接続続さされれたた  

119977  ++MMRRRR::  3300666677  キキャャリリアア速速度度  3300666677bbppss  でで接接続続さされれたた  



－－4433－－  

リリザザルルトトココーードド  
内内  容容  

数数字字形形式式  文文字字形形式式  

9911  ++MMRRRR::  3311220000  キキャャリリアア速速度度  3311220000bbppss  でで接接続続さされれたた  

115500  ++MMRRRR::  3322000000  キキャャリリアア速速度度  3322000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

119988  ++MMRRRR::  3333333333  キキャャリリアア速速度度  3333333333bbppss  でで接接続続さされれたた  

8844  ++MMRRRR::  3333660000  キキャャリリアア速速度度  3333660000bbppss  でで接接続続さされれたた  

119999  ++MMRRRR::  3344666677  キキャャリリアア速速度度  3344666677bbppss  でで接接続続さされれたた  

115522  ++MMRRRR::  3366000000  キキャャリリアア速速度度  3366000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

220000  ++MMRRRR::  3377333333  キキャャリリアア速速度度  3377333333bbppss  でで接接続続さされれたた  

220011  ++MMRRRR::  3388666677  キキャャリリアア速速度度  3388666677bbppss  でで接接続続さされれたた  

115544  ++MMRRRR::  4400000000  キキャャリリアア速速度度  4400000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

220022  ++MMRRRR::  4411333333  キキャャリリアア速速度度  4411333333bbppss  でで接接続続さされれたた  

220033  ++MMRRRR::  4422666677  キキャャリリアア速速度度  4422666677bbppss  でで接接続続さされれたた  

115566  ++MMRRRR::  4444000000  キキャャリリアア速速度度  4444000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

118899  ++MMRRRR::  4455333333  キキャャリリアア速速度度  4455333333bbppss  でで接接続続さされれたた  

119900  ++MMRRRR::  4466666677  キキャャリリアア速速度度  4466666677bbppss  でで接接続続さされれたた  

115588  ++MMRRRR::  4488000000  キキャャリリアア速速度度  4488000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

220066  ++MMRRRR::  4499333333  キキャャリリアア速速度度  4499333333bbppss  でで接接続続さされれたた  

220077  ++MMRRRR::  5500666677  キキャャリリアア速速度度  5500666677bbppss  でで接接続続さされれたた  

116600  ++MMRRRR::  5522000000  キキャャリリアア速速度度  5522000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

220088  ++MMRRRR::  5533333333  キキャャリリアア速速度度  5533333333bbppss  でで接接続続さされれたた  

220099  ++MMRRRR::  5544666677  キキャャリリアア速速度度  5544666677bbppss  でで接接続続さされれたた  

116622  ++MMRRRR::  5566000000  キキャャリリアア速速度度  5566000000bbppss  でで接接続続さされれたた  

7700  ++EERR::  NNOONNEE  エエララーー訂訂正正無無ししでで接接続続ししたた  

7777  ++EERR::  LLAAPPMM  エエララーー訂訂正正  VV..4422  でで接接続続ししたた  

8800  ++EERR::  AALLTT  エエララーー訂訂正正  MMNNPP44  でで接接続続ししたた  

6699  ++DDRR::  NNOONNEE  デデーータタ圧圧縮縮無無ししでで接接続続ししたた  

6677  ++DDRR::  VV..4422BB  デデーータタ圧圧縮縮  VV..4422bbiiss  でで接接続続ししたた  

6688  ++DDRR::  VV4444  デデーータタ圧圧縮縮  VV..4444  でで接接続続ししたた  

6666  ++DDRR::  AALLTT  デデーータタ圧圧縮縮  MMNNPP55  でで接接続続ししたた  

1100  CCOONNNNEECCTT  22440000  22440000bbppss でで接接続続さされれたた  

1111  CCOONNNNEECCTT  44880000  44880000bbppss でで接接続続さされれたた  

1122  CCOONNNNEECCTT  99660000  99660000bbppss でで接接続続さされれたた  

1133  CCOONNNNEECCTT  77220000  77220000bbppss でで接接続続さされれたた  

1144  CCOONNNNEECCTT  1122000000  1122000000bbppss でで接接続続さされれたた  



－－4444－－  

リリザザルルトトココーードド  
内内  容容  

数数字字形形式式  文文字字形形式式  

1155  CCOONNNNEECCTT  1144440000  1144440000bbppss でで接接続続さされれたた  

5599  CCOONNNNEECCTT  1166880000  1166880000bbppss でで接接続続さされれたた  

1166  CCOONNNNEECCTT  1199220000  1199220000bbppss でで接接続続さされれたた  

6611  CCOONNNNEECCTT  2211660000  2211660000bbppss でで接接続続さされれたた  

6622  CCOONNNNEECCTT  2244000000  2244000000bbppss でで接接続続さされれたた  

6633  CCOONNNNEECCTT  2266440000  2266440000bbppss でで接接続続さされれたた  

118800  CCOONNNNEECCTT  2288000000  2288000000bbppss でで接接続続さされれたた  

6644  CCOONNNNEECCTT  2288880000  2288880000bbppss でで接接続続さされれたた  

118811  CCOONNNNEECCTT  2299333333  2299333333bbppss でで接接続続さされれたた  

118822  CCOONNNNEECCTT  3300666677  3300666677bbppss でで接接続続さされれたた  

9911  CCOONNNNEECCTT  3311220000  3311220000bbppss でで接接続続さされれたた  

116655  CCOONNNNEECCTT  3322000000  3322000000bbppss でで接接続続さされれたた  

118833  CCOONNNNEECCTT  3333333333  3333333333bbppss でで接接続続さされれたた  

8844  CCOONNNNEECCTT  3333660000  3333660000bbppss でで接接続続さされれたた  

116666  CCOONNNNEECCTT  3344000000  3344000000bbppss でで接接続続さされれたた  

118844  CCOONNNNEECCTT  3344666677  3344666677bbppss でで接接続続さされれたた  

116677  CCOONNNNEECCTT  3366000000  3366000000bbppss でで接接続続さされれたた  

118855  CCOONNNNEECCTT  3377333333  3377333333bbppss でで接接続続さされれたた  

116688  CCOONNNNEECCTT  3388000000  3388000000bbppss でで接接続続さされれたた  

1177  CCOONNNNEECCTT  3388440000  3388440000bbppss でで接接続続さされれたた  

118866  CCOONNNNEECCTT  3388666677  5577660000bbppss でで接接続続さされれたた  

116699  CCOONNNNEECCTT  4400000000  4400000000bbppss でで接接続続さされれたた  

118877  CCOONNNNEECCTT  4411333333  4411333333bbppss でで接接続続さされれたた  

117700  CCOONNNNEECCTT  4422000000  4422000000bbppss でで接接続続さされれたた  

118888  CCOONNNNEECCTT  4422666677  4422666677bbppss でで接接続続さされれたた  

117711  CCOONNNNEECCTT  4444000000  4444000000bbppss でで接接続続さされれたた  

118899  CCOONNNNEECCTT  4455333333  4455333333bbppss でで接接続続さされれたた  

117722  CCOONNNNEECCTT  4466000000  4466000000bbppss でで接接続続さされれたた  

119900  CCOONNNNEECCTT  4466666677  4466666677bbppss でで接接続続さされれたた  

117733  CCOONNNNEECCTT  4488000000  4488000000bbppss でで接接続続さされれたた  

119911  CCOONNNNEECCTT  4499333333  4499333333bbppss でで接接続続さされれたた  

117744  CCOONNNNEECCTT  5500000000  5500000000bbppss でで接接続続さされれたた  

119922  CCOONNNNEECCTT  5500666677  5500666677bbppss でで接接続続さされれたた  



－－4455－－  

  

リリザザルルトトココーートト  
内内  容容  

数数字字形形式式  文文字字形形式式  

117755  CCOONNNNEECCTT  5522000000  5522000000bbppss でで接接続続さされれたた  

119933  CCOONNNNEECCTT  5533333333  5533333333bbppss でで接接続続さされれたた  

117766  CCOONNNNEECCTT  5544000000  5544000000bbppss でで接接続続さされれたた  

119944  CCOONNNNEECCTT  5544666677  5544666677bbppss でで接接続続さされれたた  

117777  CCOONNNNEECCTT  5566000000  5566000000bbppss でで接接続続さされれたた  

1188  CCOONNNNEECCTT  5577660000  5577660000bbppss でで接接続続さされれたた  

1199  CCOONNNNEECCTT  111155220000  111155220000bbppss でで接接続続さされれたた  

88  NNOO  AANNSSWWEERR  リリンンググババッッククトトーーンンがが検検出出さされれななかかっったた  

2244  DDEELLAAYYEEDD  再再ダダイイヤヤルル発発信信規規制制ににななっったた((33 分分間間 33 回回))  

114466  ++MMCCRR::VV9922  変変調調方方式式  VV..9922 でで接接続続さされれたた  

      

++FF44  FFCCEERRRROORR  FFAAXX ココママンンドドエエララーー  
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ハハーードドウウェェアア・・DDTTEE イインンタタフフェェーースス仕仕様様、、デデーータタフフォォーーママッットト  

●●ハハーードドウウェェアア仕仕様様  

■■  NNCCUU仕仕様様  

項項目目名名  仕仕  様様  

収収容容回回線線数数  11 回回線線  

適適用用回回線線  電電話話回回線線  

ダダイイヤヤルル形形式式  ダダイイヤヤルルパパルルスス式式（（1100//2200ppppss））、、ププッッシシュュ式式（（トトーーンン式式））  

NNCCUU 制制御御ココママンンドド  AATT ココママンンドド準準拠拠  

FFAAXX 制制御御ココママンンドド  EEIIAA--557788  拡拡張張 AATT ココママンンドド（（CCllaassss11,,  11..00））  

回回線線モモニニタタ  OOHH モモニニタタラランンププ  

  
■■  デデーータタ通通信信仕仕様様  

項項目目名名  仕仕  様様  

通通信信方方式式  全全二二重重  

同同期期方方式式  調調歩歩同同期期式式（（非非同同期期式式））  

通通信信速速度度（（DDCCEE））  受受

信信  

5566000000//5544666677//5533333333//5522000000//5500666677//4499333333//4488000000//4466666677//  

4455333333//4444000000//4422666677//4411333333//4400000000//3388666677//3377333333//3366000000//  

3344666677//3333660000//3333333333//3322000000//3311220000//3300666677//2299333333//2288880000//  

2288000000//2266440000//2244000000//2211660000//1199220000//1166880000//1144440000//1122000000//  

99660000//77220000//44880000//22440000//11220000//330000bbppss  

送送

信信  

3333660000//3311220000//2288880000//2266440000//2244000000//2211660000//1199220000//1166880000//  

1144440000//1122000000//99660000//77220000//44880000//22440000//11220000//330000bbppss  

端端末末速速度度（（DDTTEE））  各各モモーードド自自動動認認識識  

111155220000//5577660000//3388440000//1199220000//99660000//44880000//22440000//11220000//330000bbppss  

UUSSBB イインンタタフフェェーースス  UUSSBB  33..00  //22..00,,  11..11    ((FFuullll  SSppeeeedd  1122MMbbppss  対対応応))  

通通信信規規格格  IITTUU--TT  VV..9922//VV..9900//VV..3344//VV..3322bbiiss//VV..3322//VV..2222bbiiss//VV..2222//VV..2211  

送送信信レレベベルル  --1100～～--1166ddBBmm  （（工工場場出出荷荷値値はは--1122ddBBmm 以以下下））  

受受信信レレベベルル  --4433ddBBmm 以以上上  

エエララーー訂訂正正機機能能  IITTUU--TT  VV..4422（（LLAAPPMM））  ((MMNNPP--44 をを含含むむ))  

デデーータタ圧圧縮縮機機能能  IITTUU--TT  VV..4444//VV..4422bbiiss  ((MMNNPP--55 をを含含むむ))  

動動作作モモーードド  OORRGG//AANNSS  

フフロローー制制御御  RRTTSS//CCTTSS、、XXOONN//XXOOFFFF  

  

注注：：通通信信速速度度はは理理論論値値でですすべべててのの速速度度でで接接続続すするるここととをを保保証証すするるももののででははあありりまませせんん  

  受受信信レレベベルルははすすべべててのの通通信信速速度度ででここのの値値でで接接続続すするる物物ででははななくく、、ままたた実実回回線線でではは  

回回線線のの状状態態にによよりり変変わわりりまますす。。  
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■■FFAAXX通通信信仕仕様様  

項項目目名名  仕仕  様様  

通通信信方方式式  半半二二重重  

同同期期方方式式  調調歩歩同同期期式式（（非非同同期期式式））  

通通信信速速度度  1144440000//1122000000//99660000//77220000//44880000//22440000//11220000//330000bbppss  （（GG33））  

通通信信規規格格  IITTUU--TT  VV..1177//VV..2299//VV..2277tteerr//VV..2211cchh22  

  

■■  一一般般仕仕様様  

項項目目名名  仕仕  様様  

電電  源源  UUSSBB よよりり供供給給  

環環境境条条件件  温温度度：：00～～4400℃℃  湿湿度度：：2255～～8855%%（（結結露露ななききこことと））  

寸寸法法  
8811((WW))××2288((DD))××2200((HH))mmmm    （（ケケーーブブルル、、突突起起をを含含ままずず））  

UUSSBB ケケーーブブルルをを含含んんだだ長長ささ  約約２２００ｃｃｍｍ  

重重量量  約約３３００ｇｇ  

認認証証番番号号  AA1100--00117799000011  

  

●●デデーータタフフォォーーママッットト（（トトーータタルル 1100 ビビッットト））  

デデーータタビビッットト  パパリリテティィ  スストトッッププビビッットト  

88  ななしし  １１  

77  ななしし  ２２  

77  偶偶数数  １１  

77  奇奇数数  １１  
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ユユーーザザーーササポポーートト  

  本本製製品品にに関関すするるおお問問いい合合わわせせはは、、ママイイククロロリリササーーチチ  ササポポーートトセセンンタターーでで受受けけ付付けけてておおりりまますす。。  

・・ササポポーートトセセンンタターー直直通通電電話話番番号号  ：：0033--33445588--99003311  

・・ササポポーートトセセンンタターー営営業業時時間間  ：：土土日日、、祝祝日日、、年年末末年年始始をを除除くく  1100::0000～～1122::0000、、1133::0000～～1177::0000  

・・ササポポーートトセセンンタターー直直通通 FFAAXX 番番号号  ：：0033--33445588--99003300    （（到到着着順順にに回回答答致致ししまますす。。））  

  おお問問いい合合わわせせ頂頂くく際際はは、、以以下下のの事事項項ににつついいてて必必ずずごご連連絡絡下下ささいい。。  

((11))  ごご使使用用のの弊弊社社製製品品名名  

((22))  パパソソココンンのの型型番番  

((33))  ごご使使用用のの OOSS  

((44))  具具体体的的なな症症状状（（エエララーーメメッッセセーージジ等等、、出出来来るるだだけけ詳詳細細にに。。））  
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製製品品のの修修理理  

  本本製製品品がが故故障障ししててししままっったた場場合合はは、、販販売売店店ももししくくはは弊弊社社修修理理セセンンタターーへへ修修理理ををごご依依頼頼下下ささいい。。  

・・必必ずず保保証証書書をを同同梱梱ししてて下下ささいい。。  

保保証証書書のの提提示示がが無無いい場場合合、、ああるるいいはは保保証証書書のの所所定定事事項項がが未未記記入入のの場場合合、、保保障障期期間間内内ででああっっててもも

有有償償修修理理ととななりりまますす。。  

・・保保障障期期間間中中はは無無償償修修理理をを行行いいまますす。。  

たただだしし、、落落雷雷やや火火災災等等、、天天災災やや事事故故にによよるる故故障障（（破破損損））、、及及びび誤誤っったた操操作作ななどどにによよっってて発発生生ししたた故故

障障（（破破損損））のの場場合合、、有有償償修修理理ととななりりまますす。。  

・・修修理理ををごご依依頼頼頂頂くく際際はは、、下下記記事事項項にに関関すするる内内容容をを修修理理品品にに同同梱梱ししてて下下ささいい。。  

((11))  修修理理品品のの返返送送先先（（住住所所//氏氏名名、、担担当当者者名名等等））  

((22))  日日中中ののごご連連絡絡先先電電話話番番号号  

((33))  ごご使使用用環環境境  

((44))  故故障障状状況況  

《《  弊弊社社修修理理セセンンタターーへへ直直接接修修理理品品をを送送付付すするる際際のの送送付付先先  》》  

  〒〒114400--00000044  東東京京都都品品川川区区南南品品川川 22--22--55  清清水水品品川川ビビルル  

株株式式会会社社ママイイククロロリリササーーチチ  修修理理セセンンタターー  宛宛  

電電話話番番号号：：0033--33445588--99002211  （（おお電電話話頂頂くく際際はは、、必必ずず修修理理セセンンタターー宛宛のの旨旨、、おお伝伝ええ下下ささいい。。））  

※※送送付付さされれるる場場合合、、発発送送時時のの費費用用ははおお客客様様ごご負負担担、、返返送送時時のの費費用用はは弊弊社社負負担担とと致致ししまますす。。  

  本本製製品品をを分分解解ままたたはは改改造造をを行行っったた場場合合、、一一切切ののササポポーートト及及びび修修理理ををおお断断りりささせせてて頂頂ききまますす。。  
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株株式式会会社社ママイイククロロリリササーーチチ  
〒〒114400--00000044  東東京京都都品品川川区区南南品品川川 22--22--55  
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＊＊MMiiccrroossoofftt®®、、WWiinnddoowwss®®はは、、米米国国 MMiiccrroossoofftt  CCoorrppoorraattiioonn のの登登録録商商標標でですす。。  

＊＊そそのの他他、、一一般般にに会会社社名名、、製製品品名名はは各各社社のの商商標標ままたたはは登登録録商商標標でですす。。  


